Loin de Mai 68 ： commémorer les événements de Mai by 西山 雄二
六八年五月から遠く離れて
―五月の出来事を記念すること１
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そうした出来事を記念するとはいかなることなのだろうか。
　『記憶の場』を編纂したピエール・ノラはかつて、フランス革命200周年祭と六八
年事件をコメモラシオン（記念＝顕彰）の両極端な二つのタイプとした。「フラン
ス革命200周年祭は、意志的で熟慮されたコメモラシオンのモデルを代表する。そ
れは、やらずに済ますことはできないが、うまく管理することもまた不可能で、意
図的に記念することの新たな難しさを物語っている。一九六八年五月は、意図的で
はなく無意識的ですらあり、制御不可能で、こちらは逆に、記念することなく行動
することの新たな難しさを物語っている」53。伝統的な権威を破壊したフランス革命
は失われた国民的起源を求めるかのように、コメモラシオン（記念）の反復を必要
とする。それは叙事詩的な歴史の統一性を前提として、国民的な統合や調和を再確
認する古典的モデルとして社会的に機能してきた。それに対して、五月はその発端
からコメモラシオンを要求するかのようだ。五月とは匿名の人々による自然発生的
な事件であり、政治的権力を奪取する革命といった実体をともなわない出来事で
あった。「五月は真のコメモラシオンであれば何もがもっている自己言及的な傾向
を戯画的なまでに具現している。〔…〕出来事は、それ自身にとって、まさに自分
の出来事そのものだったのであり、『六八年五月の出来事』という以外には名づけ
ようがなかった」54。かくして、五月革命は出来事の概念自体に根本的な変化をもた
らした。その起源から生成の試練に曝され続けている出来事こそが、六八年五月で
はないか。現存している当事者らの証言が途絶えようとも、緻密な歴史研究による
脱神話化が進行しようとも、こうした出来事の力は残るのではないだろうか。50周
年でもまた確認されたのは、五月の出来事が私たちの未来への尽き果てぬ歴史的淵
源であることだ。
53	 ピエール・ノラ「コメモラシオンの変貌」工藤光一訳、『記憶の場３』、岩波書店、2003年、
429頁。
54	 同前、431頁。
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